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ソフト開発の動機

• めんどくさい業務を改善したい

• 職場から早く帰りたい

• 人に使ってもらえて喜ばれるといいな

• 知識のストックで特許の仕事（技術理解）に役立つかも

• 共通の意識をもつ人と仲良くなれるかも

• 開発→発明発掘→知的財産保護の一気通貫の経験を得る

• （一石六鳥くらい）



スピーカーのプロフィール

• 椿 豊



開発具体例＃１

• #1．翻訳業務（人に頼むのもよいが興味もあり）

• 既に星の数ほどのツールが存在。自分にあったものを使いたい。

• 単語の一括変換機能はもちろん、

• 労力低減のために機械翻訳を使いたい

• たとえばDeepL、Google翻訳



問題点（課題）

• 外部サーバに顧客の情報（知的財産）を送るべきでない

• 機械翻訳には、誤訳、情報の欠損あり

• 機械翻訳には、訳語のゆらぎがあり

• なんとかよい方法はないか？

• →コンピュータ処理で解決できないか



課題を解決するための手段

• 暗号化、自社サーバ化

• 短い文章であれば誤訳、欠損が生じにくい（短く圧縮できない
か）

• 訳語のゆらぎは、辞書を用いることで対策



開発言語は？

• どこで使うか（デスクトップ、WEBアプリ、スマホアプリ）

• 慣れ



完成作品#1

• MTM（machine-translation and translation-memory）翻訳支
援ソフト

• 選択範囲を機械翻訳し、それをみて不備があれば人間が修正す
る

• 暗号化、短文化を行う

• 原文－翻訳文はメモリし、資産とする。

• 文書中の同じ部分は、一括変換する。



単語選択後、CTRL＋Tボタ
ンの押下→別ウィンドウが
開く



機械翻訳、修正可能
よければ「翻訳全文置換」
ボタンを押下する

選択された単語



一括置換される＆メモリで
次回も使える



続けてどんどん単語訳語を
確定する



単語でなく、文書を選択し、
CTRL+Tボタン押下も可能



選択された文

（本来の文）確認用

暗号化された文
これを翻訳サー
バーへ送信（秘
密化、短文化）

翻訳サーバーか
ら返ってきた文

デコードされた
文（これに一括
置換する）



文も一括置換される＆メモ
リで次回も使える



課題は解決されたか

• 暗号化、自社サーバ化→秘密化

• 短い文章になるので誤訳、欠損が生じにくい（短く圧縮できな
いか）

• 辞書を利用で単語のゆらぎなし

• 課題の裏返しが「発明の効果」



ソフト開発での知財保護の検討

• 恐ろしい数の発明が生まれる（発明発掘、申請すべきは？）

• 内部処理の発明 → ノウハウ一択。特許出願は原則しない。
またはオープンソースや公開技術情報として技術の進歩に寄与
するとカッコいい。

• 見えるところだけを権利化

• 機能自体を特許、機能を実現する手段を特許



ソフト開発での知財保護の検討

• 実施例には、当業者にとって当たり前のことであっても細かい
ことを書けば書くほど、後に請求項に入れて特許化しやすい
（意外に書かれていない。例えば「信号」とか「通信」とかで
あれば下位概念を。）

• 有効な変形例は？



オープンソースの利用と特許



開発者、企業側の本音

• やはりできるだけ早く出願してほしい。

• 専門知識を持っている人が書いているな、とうならせる出願明
細書にしてほしい。後の限定要素を。

• 拒絶はやはり嫌なので、少し狭くても早い特許査定が欲しい。

• 早期審査で権利化できると、社内も社外も盛り上がる

• 分割し、広めの権利、必要な権利は、動向をみてじっくりと

• 先がどうなるかわからない発明にコストをかけたくない。→１
出願であっても、将来分割できる発明を沢山入れてほしい。



特許6518981「翻訳装置、翻訳装置の制御プ
ログラム、および翻訳装置を用いた翻訳方
法」



• 【請求項１】（明細書には参照符号が必須なので）
•

不特定多数が利用するコンピュータであって、第１の言語で記述
された文章をインターネットを通じて入力し、それを第２の言語で
記述された文章に翻訳し、翻訳された文章をインターネットを通じ
て送信するコンピュータとの間で通信を行う翻訳装置において、
前記第１の言語で記述された文章は、その一部に、名詞である単

語とその直後に続く参照符号とからなるセットを含んでおり、
前記翻訳装置は、
前記名詞である単語とその直後に続く参照符号とからなるセット

中の単語部分を、その単語に対応する文字列に置き換える第１の置
換手段と、
前記第１の置換手段で置き換えが行われた文章を、インターネッ

トを通じて前記コンピュータに送信する送信手段と、
前記コンピュータから、翻訳後の前記第２の言語で記述された文

章をインターネットを通じて受信する受信手段とを備えた、翻訳装
置。



その後の開発動向

• 特許出願から大分変ってしまった。

• 単語＋符号を一括にして処理するようにしたので、先の特許と
実施品が外れてしまった。

• 実施例に書いていなかったので、新出願の必要性が



• おしまい


